
温故知新 （古代国家のあゆみ）

律令国家の形成

中 国

６世紀末 ［ ］が国内を統一し、強大な帝国を作る。

(５８９年) ・役人を試験で選ぶ制度

・南北を結ぶ大運河を開いた

・［ ］を攻めるが敗北。 まもなく

・農民の反乱 滅亡

７世紀初め ［ ］が隋にかわって中国を支配。

(６１８年) ・律令などの法律や役所の仕組みを整えた。

・隋にならって農民に土地を与え（ ）、

租・調・庸などの税や労役を課した。

・徴兵制にもとづく軍隊

↓

↓

領地を広げて大帝国を作る

唐の首都「 」

東は、朝鮮・日本

西は、シリア

南は、ベトナム・インド

北は、突厥・渤海 各国の使節や商人でにぎわう。
とっけつ ぼっかい

人口１００万人をこえる。

［ ］が栄える

寺院が建ち、多くの仏教書が漢文に訳される

Ｎｏ．１３
詩歌では、李白・杜甫らのすぐれた詩人が活躍

朝鮮の統一

（ ）・（ ）・（ ）の３国の争い

↓

↓

６世紀中頃 新羅が伽耶（任那）に侵入

７世紀中頃 唐が高句麗・百済に軍隊を送る。

新羅は唐と組んで２国を滅ぼす。

日本は、百済へ救援軍を送るが、大敗する。

［ の戦い］

新羅は、唐の力をしりぞけて、朝鮮全土を統一。

・律令の制度を整える。

・仏教を保護する。［首都金城を中心に

仏教文化が栄える］


